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＜これからの予定＞ 
○７月 18 日（土） 
「女性学習会」 

14：00～16：30 
サイプレスガーデンホテル 
○10 月中の土曜日 
「女性部レク」 
ﾜｲﾝｾﾐﾅｰ＆ﾗﾝﾁ 

名古屋市内を予定 
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 5 月 20 日（水）に予定していた役員学習会は新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い中止とし、

支部女性部役員の皆さんには支部活動で役立つ資料を送付しました。今年の女性部の年間計画は下

記のとおりです。今後の予定変更は女性部ホームページなどでお知らせします。 

年年間間行行事事ととフフロローーチチャャーートト 

２０２０年 女性部活動計画 

要求集約等

１月  ９日（木）　PM常任委員会（ｱｲﾘｽ愛知）

２月 ２０２０女性の要求資料作成

３月
４月

５月  20日（水）　役員学習会（書面開催） 女性分会集会・個人アンケート

６月

７月

 18日（土）　AM常任委員会

　　　　　　　PM女性学習会
　　　　　　　（ｻｲﾌﾟﾚｽｶﾞｰﾃﾞﾝﾎﾃﾙ）
　　　　　　　『家庭も仕事も大切にする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーチング』
　　　　　　　講師　三浦真弓さん
　　　　　　　　　（ｺｰﾁﾝｸﾞﾏｰﾑ代表）

意見のまとめ

８月  ５日（水）　PM常任委員会（都市ｾﾝﾀｰ） 女性の要求確認

９月

 24日or17日（土）
　　　　　　　　　　　女性部レク
　　　　　　　　『ワインセミナー＆ランチ』
　　　　　　　　（名古屋市内のレストラン）

　総合要求に反映

 中旬　人事課との意見交換会
　人事課の意見交換会に反映

　　　　　　　議案書作成

１１月
 11日（水）　AM常任委員会
　　　　　　　PM支部三役会議（都市ｾﾝﾀｰ）

１２月
 ９日（水）　AM常任委員会
　　　　　 　PM定期大会（都市ｾﾝﾀｰ） 大会

行事予定
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〈これからの予定〉

○７月 18日（土）
「女性学習会」
14：00～ 16：30
サイプレスガーデンホテル

○ 10月中の土曜日
「女性部レク」
ワインセミナー＆ランチ
名古屋市内を予定



      
 

 女性部では女性分会集会等で出された意見を「女性の要求」としてまとめ人事課と意見交換

しています。昨年度は時間外勤務や人員確保等についての意見を多くいただきました。 

 全全国国でではは、、不不妊妊治治療療にに関関すするる休休暇暇制制度度でで前前進進ししてていいるる自自治治体体ががあありりまますす。。今今年年度度はは、、国国準準拠拠

ととすするる本本県県人人事事課課にに対対しし、、具具体体的的なな要要求求をを提提出出ししたたいいとと考考ええてていいまますす。。各職場に要求取りまと

めのため「意見等記入用紙」を配布しています。皆さんの意見を記入して女性部本部にお送り

ください。    

◇   女性部へ意見をお寄せください ◇

２２ ００ ２２ ００ 女女 性性 のの 要要 求求 （（ 案案 ）） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基基本本的的要要求求事事項項
〈〈時時間間外外勤勤務務のの把把握握ににつついいてて〉〉
・時間外勤務の上限規制が導入され所属では業務の見直し等により縮減に努力しているが、時間外

勤務の縮減は、県民サービス向上や職員の健康管理の問題であり所属任せにすることなく、必要
な人員を配置すること。

〈〈育育児児・・介介護護ににつついいてて〉〉
・育児時間の対象 １歳６か月に達する前まで となる子を３歳まで拡大すること。
・部分休業、育児短時間の対象（小学校就学の始期に達するまで）を小学校卒業まで拡大すること。
・育児休業手当金の支給を３歳までとするよう国に働きかけること。
・愛知県特定事業主行動計画「職員の子育て応援プログラム」にある育児を行う職員の時間外勤務

の制限の制度について、対象となる子の範囲を小学生までとすること。
・育児休業の対象について、３歳に達する日の属する年度の年度末までとするよう国に働きかける

こと。
・育児休業中の職員の孤独感や不安感を解消するとともにスムーズに復帰するため「育児休業等取

得者支援プログラム」の取組を充実させること。
〈〈特特別別休休暇暇ににつついいてて〉〉
・子の看護休暇について対象年齢を義務教育終了までとすること。
・療養休暇において不妊治療を理由とする取得を可能とすること。
・家族休暇（家族看護）・介護休暇・介護時間について、別居の３親等の親族を加えること。
・介護休暇・療養休暇が か月以上の場合、代替職員を配置すること。
・生理休暇について、名称変更も含め必要な人が行使できるよう環境整備すること。
・更年期障害に伴う体調不良や通院についても休暇の対象とすること。
・体外受精等長期にわたる不妊治療について休暇を新設すること。
〈〈子子育育ててににつついいてて〉〉
・県の各病院に院内保育所を設置し、 時間対応や病児保育などの対応も検討すること。
〈〈全全ハハララススメメンントト（（セセククハハララ・・パパワワハハララ・・モモララルルハハララススメメンントト））のの防防止止ににつついいてて〉〉
・女性専用の相談窓口等、相談者の情報が守られ、安心して相談できる体制を機能させ周知すると

ともに、ハラスメントへの対策を拡充させること。

重点要求事項 

〈労働条件の改善について〉 

・時間外勤務の縮減を実施するとともに、適正な人員配置とすること。 

〈育児・介護についての環境整備について〉 

・産休・育休・育児短時間勤務を行う職員についての代替職員を確実に配置すること。 

 なお、育休代替職員については過員配置とすること。 

・育児・介護に携わる職員については、通勤時間を 1 時間以内とすること。 

・ワーク・ライフ・バランスの推進について、柔軟な時差勤務の運用や年休を取得しやすい

環境の整備など、より効果的な取組を実施すること。 

〈昇任昇格と人事評価について〉 

 ・評価者は、男女区別することなく適正、公平に個人の能力等を評価し昇任させること。 

 ・女性職員のキャリア支援・登用について、積極的に推進すること。 
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際
は
夢
だ
け
で
は
な
く
、
世
界

各
地
で
製
造
さ
れ
た
ボ
ー
イ
ン

グ
787
（
ド
リ
ー
ム
ラ
イ
ナ
ー
）

の
部
品
を
最
終
組
立
工
場
が
あ

る
シ
ア
ト
ル
に
輸
送
し
て
い
て
、

セ
ン
ト
レ
ア
か
ら
は
中
部
地
域

で
製
造
さ
れ
た
翼
や
胴
体
の
部

品
を
運
ん
で
い
ま
す
。 

胴
体
上
部
が
大
き
く
膨
ら
ん

で
い
る
の
が
特
徴
で
、
部
品
を

積
み
込
む
際
は
胴
体
後
部
が
パ

カ
ッ
と
開
く
の
で
す
が
、
私
は

残
念
な
が
ら
ま
だ
そ
の
瞬
間
に

立
ち
会
え
て
い
ま
せ
ん
。 

フ
ラ
イ
ト
オ
ブ
ド
リ
ー
ム
ズ

の
ボ
ー
イ
ン
グ
787
初
号
機
の

寄
贈
・
展
示
も
、
こ
う
し
た
中

部
地
域
と
の
繋
が
り
に
よ
り
実

現
し
た
そ
う
で
す
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30
分
毎
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ

ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
は
無
料
で
す

が
、
一
見
の
価
値
あ
り
で
す
よ
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年
は
国
際
展
示
場
や
Ｌ
Ｃ

Ｃ
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
状
況
が
落
ち
着
い
て 

空
港
を
利

用
さ
れ
る

際
は
ぜ
ひ

立
ち
寄
っ

て
み
て
く

だ
さ
い
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ペ
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機
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ァ
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清
須
保
健
所
の
あ
る
清
須
市

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

清
須
市
と
い
え
ば
、
映
画
や

ド
ラ
マ
で
織
田
信
長
が
最
初
に

登
場
す
る
居
城
“
清
洲
城
”
が

有
名
で
す
。
大
阪
方
面
に
向
か

う
新
幹
線
で
、
名
古
屋
駅
を
出

て
数
分
後
の
車
窓
か
ら
も
見
え

る
、
あ
の
お
城
で
す
。
清
洲
城

は
、
織
田
信
長
が
弟
の
謀
反
を

知
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て
、
城
に
呼
び
出
し
寝
所

で
誘
殺
す
る
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話
も
あ
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ま
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が
、
天
下
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の
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掛
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と
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狭
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の
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、
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と
の
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ど
、
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と
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。 

織
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信
長
の
正
統
な
後
継
者

を
定
め
る
た
め
に
開
か
れ
た
清

洲
会
議
も
有
名
で
す
ね
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そ
の
清
洲
城
の
対
岸
に
は
、

桜
の
名
所
と
し
て
も
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
る
清
洲
公
園
が
あ

り
ま
す
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園
内
に
は
、
桶
狭
間
の
戦
い

に
出
陣
す
る
若
き
日
の
信
長
像

が
あ
り
、
雑
誌
や
テ
レ
ビ
番
組

で
も
勇
ま
し
い
姿
が
紹
介
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
傍
ら
に
は
濃
姫

像
が
設
置
さ
れ
、
現
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で
は
恋

愛
や
夫
婦
円
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、
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光
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が
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ワ
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ス
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ト

と
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気
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念
な
が
ら
、
現
在
、
清
洲
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は
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ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
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い
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で
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が
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収
束
し
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私
も
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を
運
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で
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よ
う
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思
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い
ま
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清
洲
公
園
と
あ
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せ
て
、
み

な
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も
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に
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私
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一
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レ
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 女性部では女性分会集会等で出された意見を「女性の要求」としてまとめ人事課と意見交換

しています。昨年度は時間外勤務や人員確保等についての意見を多くいただきました。 

 全全国国でではは、、不不妊妊治治療療にに関関すするる休休暇暇制制度度でで前前進進ししてていいるる自自治治体体ががあありりまますす。。今今年年度度はは、、国国準準拠拠

ととすするる本本県県人人事事課課にに対対しし、、具具体体的的なな要要求求をを提提出出ししたたいいとと考考ええてていいまますす。。各職場に要求取りまと

めのため「意見等記入用紙」を配布しています。皆さんの意見を記入して女性部本部にお送り

ください。    

◇   女性部へ意見をお寄せください ◇

２２ ００ ２２ ００ 女女 性性 のの 要要 求求 （（ 案案 ）） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基基本本的的要要求求事事項項
〈〈時時間間外外勤勤務務のの把把握握ににつついいてて〉〉
・時間外勤務の上限規制が導入され所属では業務の見直し等により縮減に努力しているが、時間外
勤務の縮減は、県民サービス向上や職員の健康管理の問題であり所属任せにすることなく、必要
な人員を配置すること。

〈〈育育児児・・介介護護ににつついいてて〉〉
・育児時間の対象 １歳６か月に達する前まで となる子を３歳まで拡大すること。
・部分休業、育児短時間の対象（小学校就学の始期に達するまで）を小学校卒業まで拡大すること。
・育児休業手当金の支給を３歳までとするよう国に働きかけること。
・愛知県特定事業主行動計画「職員の子育て応援プログラム」にある育児を行う職員の時間外勤務
の制限の制度について、対象となる子の範囲を小学生までとすること。

・育児休業の対象について、３歳に達する日の属する年度の年度末までとするよう国に働きかける
こと。

・育児休業中の職員の孤独感や不安感を解消するとともにスムーズに復帰するため「育児休業等取
得者支援プログラム」の取組を充実させること。

〈〈特特別別休休暇暇ににつついいてて〉〉
・子の看護休暇について対象年齢を義務教育終了までとすること。
・療養休暇において不妊治療を理由とする取得を可能とすること。
・家族休暇（家族看護）・介護休暇・介護時間について、別居の３親等の親族を加えること。
・介護休暇・療養休暇が か月以上の場合、代替職員を配置すること。
・生理休暇について、名称変更も含め必要な人が行使できるよう環境整備すること。
・更年期障害に伴う体調不良や通院についても休暇の対象とすること。
・体外受精等長期にわたる不妊治療について休暇を新設すること。
〈〈子子育育ててににつついいてて〉〉
・県の各病院に院内保育所を設置し、 時間対応や病児保育などの対応も検討すること。
〈〈全全ハハララススメメンントト（（セセククハハララ・・パパワワハハララ・・モモララルルハハララススメメンントト））のの防防止止ににつついいてて〉〉
・女性専用の相談窓口等、相談者の情報が守られ、安心して相談できる体制を機能させ周知すると
ともに、ハラスメントへの対策を拡充させること。

重点要求事項 

〈労働条件の改善について〉 

・時間外勤務の縮減を実施するとともに、適正な人員配置とすること。 

〈育児・介護についての環境整備について〉 

・産休・育休・育児短時間勤務を行う職員についての代替職員を確実に配置すること。 

 なお、育休代替職員については過員配置とすること。 

・育児・介護に携わる職員については、通勤時間を 1 時間以内とすること。 

・ワーク・ライフ・バランスの推進について、柔軟な時差勤務の運用や年休を取得しやすい

環境の整備など、より効果的な取組を実施すること。 

〈昇任昇格と人事評価について〉 

 ・評価者は、男女区別することなく適正、公平に個人の能力等を評価し昇任させること。 

 ・女性職員のキャリア支援・登用について、積極的に推進すること。 
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兼
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２
０
０
９
年
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
騒
ぎ
を
は
る
か
に
し

の
ぐ
マ
ス
ク
不
足
も
、
や
や
落

ち
着
き
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

一
時
は
医
療
者
で
さ
え
マ
ス
ク

の
使
用
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
店
頭
に
も
ち
ら
ほ
ら

不
織
布
マ
ス
ク
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
せ
っ
か
く

の
マ
ス
ク
を
正
し
く
付
け
ま
し

ょ
う
。 

   

● 

立
体
タ
イ
プ 

 

立
体
タ
イ
プ
は
尖
っ
て
い
る

方
が
上
（
鼻
）、
丸
い
方
が
下

（
顎
）。
間
違
え
る
方
が
難
し
い

で
す
ね
。 

● 

プ
リ
ー
ツ
タ
イ
プ 

悩
み
が
ち
な
の
が
プ
リ
ー
ツ

タ
イ
プ
。
上
下
は
ま
ず
大
丈
夫

で
し
ょ
う
、
ノ
ー
ズ
フ
ィ
ッ
タ

ー
（
針
金
み
た
い
な
の
）
が
入

っ
て
い
る
方
が
上
（
鼻
）
で
す
。 

問
題
は
裏
表
、
紐
が
つ
い
て

い
る
の
が
外
？
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が

読
め
る
の
が
外
？
紐
の
位
置
は

メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
違
う
の
で

判
断
材
料
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
外
か
ら
読
め

る
の
は
正
し
い
よ
う
で
す
が
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
無
い
製
品
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
確
認
で
き
れ
ば
一
番
確
実

で
す
が
、
分
か
ら
な
い
時
の
見

分
け
方
で
す
。 

 

・
階
段
式 プ

リ
ー
ツ 

 

（
ひ
だ
が
一
方
方
向
を
向
い
て

い
る
も
の
）：
ひ
だ
が
下
向
き
に

な
る
方
（
溝
に
埃
が
た
ま
ら
な

い
よ
う
に
） 

 

・
オ
メ
ガ
式 

プ
リ
ー
ツ 

 

（
ひ
だ
がΩ

の
よ
う
に
中
心
が

膨
ら
ん
で
い
る
も
の
）：
外
か
ら

見
て
真
ん
中
が
膨
ら
む
方
（
内

側
の
空
間
に
鼻
や
口
が
入
る
よ

う
に
） 

   

マ
ス
ク
は
鼻
に
沿
わ
せ
て
整

え
（
口
だ
け
マ
ス
ク
は
ダ
メ
で

す
よ
）、
下
を
引
っ
張
っ
て
顎
に

沿
わ
せ
頬
に
も
な
じ
ま
せ
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
プ
リ
ー
ツ
タ
イ
プ

の
マ
ス
ク
を
平
面
の
ま
ま
付
け

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
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母性保護について 

○  今職場では、仕事が忙 しくても人が増えず、時間外勤務が増える中 、休暇が取 りづらく

なっており、「生 理で休むのは他の同僚に申 し訳 ない」とか、「届 け出 るのが恥ずかしい」と

感 じ、「生理休暇 」が取 りづらくなっています。  

未婚 ・既婚 を問わず、子 どもを産むか生 まないかに関わらず、女性にとって母性保護

は、「健 康で生き生きとした人生 を送ることができるか」という大切な問題です。  

母性を大切に女性が生き生きと働ける職場は、男女共に働 く環境が整 うことのバロメ

ータです。母性保護 を正 しく理解 し、みんなで「生理休暇 」を取 りましょう。  

Q：生 理休暇が取 りにくいです。名 前 を変更することはできませんか。  

マ
ス
ク 

 

の
付
け
方 

☆ 

マ
ス
ク
の
付
け
方 

合
っ
て
ま
す
か 

☆ 

☆ 
マ
ス
ク
の
向
き 

☆ 

☆
最
後
に 

☆ 
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